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地域脱炭素

（出展）環境省ホームページより抜粋

◼ 地域脱炭素は、地方創生に貢献

◼ 2025年までに、全国で100か所の脱炭素先行地域を選定する計画

◼ 先行地域には、補助金が交付（補助率2/3）



（出展）環境省資料より抜粋



地域金融機関の役割

◼ 地方自治体・中核企業とともに、主体的に参画し、地域脱炭素に取り組むことが

求められている

（出展）内閣府「地域脱炭素ロードマップ」より抜粋



自治体が抱える課題

① 自治体・企業との情報交換の場が少ない
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自治体が抱える課題

① 自治体・企業との情報交換の場が少ない

② 企業や市民の認知度が上がらない

③ 脱炭素の政策立案が難しい



地域脱炭素プラットフォーム

◼ 神奈川県を含む31自治体が参加

◼ 自治体参加者は実務担当者が中心



地域脱炭素プラットフォーム

◼ プラットフォームは「調査研究」「案件組成」が2つの柱

【調査研究】 【案件組成】
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• 最新事例、技術、製品・サービスの情報収集

• 産官学民の枠を超えたネットワーク構築

• 脱炭素関連施策の具体化、実証事業

• 複数自治体による広域連携の推進

１．脱炭素ショートピッチ

２．政策・事例研究

３．ツール提供

４．分科会

体制

• 主催：横浜銀行

• 協力：横浜国立大学、NTTデータ経営研究所

• 事務局：横浜銀行、浜銀総合研究所

• 主な参加者：県内自治体の脱炭素実務担当者、企業・大学研究機関・非営利団体



1周年記念イベント

◼ 2023年5月23日、横浜市役所アトリウムにて1周年記念イベントを実施

◼ 官民連携によるEVカーシェア、環境教育プロジェクトについて発表。各種メディアに
て報道された結果、行内外から大きな反響

１．環境教育プロジェクト（写真左下）
• 家庭からの廃食用油を活用して精製する持続可能な

航空燃料をテーマに探求型学習プログラムを実施
• 横浜銀行、西前小学校、SAFFAIRE SKYENERGY、

レボ・インターナショナル、横浜青年会議所が連携し
て実施

２．EVカーシェアプロジェクト（写真右上）

• 平日は行用車（公用車）として活用し、土休日は地域住
民に開放するEVカーシェアを実施

• 横浜銀行、伊勢原市、ENEOS、浜銀ファイナンスが連
携して実施




